
バーゼル銀行監督委員会（BANK　FOR　

INTERNATIONAL　SETTLEMENTS）

が04年６月に公表した「新しい自己資本規

制の枠組みに関する最終案」（新BIS規制案）

を受けて、金融機関は07年３月末の規制実

施に向けての準備作業を急ピッチで進めて

いる。この規制は「銀行に対し、リスクの

測定と管理を改善するかつてないチャンス

を与え、その内部プロセスを継続的に強化

するインセンティブを与えている」（カルア

ナ・バーゼル委議長）。リスク管理高度化

へのロードマップを“実測”してみよう。�
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特
別
調
査

「
地
銀
の
リ
ス
ク
管
理
態
勢
」
分
析�

�六
割
以
上
が
高
度
化
準
備
を
進
め
る�

信
用
リ
ス
ク
の
基
礎
的
内
部
格
付
手
法
、�

　
　
オ
ペ
リ
ス
ク
の
標
準
的
手
法
の
採
用
に
課
題�

特
集
　
　

新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
下
の
リ
ス
ク
管
理
態
勢�

�

リ
ス
ク
管
理
全
般

の
現
状

⇒

Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
の
設
置
が
八
割

強
、
開
催
頻
度
は
月
に
一
度
が
最
多

ほ
ぼ
す
べ
て
の
先
が
複
数
の
委
員

会
を
設
置
し
て
お
り
、
特
定
の
リ
ス

ク
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
み
る
と
、
流
動

性
リ
ス
ク
を
中
心
に
管
理
す
る
Ａ
Ｌ

Ｍ
委
員
会
が
八
割
強
（
八
七
・
五

％
）
に
の
ぼ
る
。
信
用
リ
ス
ク
委
員

会
（
三
七
・
五
％
）、
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
委
員
会
（
二
三
・
九

％
）、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ス
ク
委
員
会

（
一
七
・
〇
％
）
が
続
く
。
な
お
、

本
調
査
で
は
「
そ
の
他
」
が
六
割
弱

（
六
三
・
六
％
）
と
な
っ
て
い
る

が
、
回
答
の
な
か
に
は
、
リ
ス
ク
全

般
を
統
括
す
る
委
員
会
を
設
置
し
て

本
稿
で
は
、
〇
四
年
一
一
月
に
「
週
刊
金
融
財
政
事
情
」
編
集
部
が
地
銀
・
第
二
地
銀
（
以
下
、
地
銀
）

を
対
象
に
実
施
し
た
「
リ
ス
ク
管
理
・
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
へ
の
取
組
み
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

の
調
査
結
果
を
分
析
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
大
半
の
地
銀
が
統
合
リ
ス
ク
管
理
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
適
用
に
向
け
地
銀
の
六
割
以
上
は
リ
ス
ク
計
測
の
高
度
化
等
の
準

備
を
進
め
て
お
り
、
信
用
リ
ス
ク
に
関
し
て
基
礎
的
内
部
格
付
手
法
、
オ
ペ
リ
ス
ク
に
関
し
て
標
準
的
手

法
を
当
初
か
ら
採
用
し
よ
う
と
目
指
す
先
が
約
二
割
、
よ
り
高
度
な
リ
ス
ク
管
理
手
法
へ
の
移
行
を
考
え

て
い
る
先
が
両
リ
ス
ク
と
も
六
割
以
上
に
及
ん
で
い
る
。
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統
合
リ
ス
ク
管
理
の
基
本
的
な�

考
え
方
と
体
制
整
備
の
現
状�

重
要
性
増
す�

　
地
域
金
融
機
関
の
金
利
リ
ス
ク
管
理�

�

特
集
　
　

新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
下
の
リ
ス
ク
管
理
態
勢�

日
本
銀
行
　
考
査
局�

参
事
役
　

神
津
　
多
可
思�

統
合
リ
ス
ク
管
理
の
考
え
方

金
融
機
関
は
、
信
用
リ
ス
ク
、
市

場
リ
ス
ク
、
業
務
リ
ス
ク
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
る
。

今
日
、
金
融
技
術
の
発
展
に
よ
り
、

そ
れ
ら
リ
ス
ク
の
か
な
り
の
部
分
に

つ
い
て
、
統
計
的
に
把
握
す
る
手
法

が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
手

法
を
活
用
し
、
金
融
機
関
が
直
面
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

そ
の
リ
ス
ク
量
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
金
融
機
関
は
、
そ
の
リ

ス
ク
量
と
自
ら
の
自
己
資
本
を
対
比

す
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
過
大
な

リ
ス
ク
を
と
っ
て
い
な
い
か
を
客
観

的
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま

た
、
計
量
さ
れ
た
リ
ス
ク
量
と
期
待

さ
れ
る
リ
タ
ー
ン
を
対
比
す
る
こ
と

で
、
限
ら
れ
た
自
己
資
本
や
経
営
資

源
が
、
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
リ
タ
ー

ン
を
獲
得
で
き
る
分
野
に
割
り
当
て

ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
点
検
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
が
、
統
合
リ

ス
ク
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方
と
い

え
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
つ
統
合

リ
ス
ク
管
理
を
実
践
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
リ
ス
ク
計
量
の
前
提
と

な
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
行
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
い
か

に
リ
ス
ク
を
計
量
す
る
か
が
問
題
と

な
る
。
さ
ら
に
、
リ
ス
ク
量
と
自
己

資
本
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
リ
ス
ク
量
と

リ
タ
ー
ン
と
の
比
較
を
行
い
、
経
営

日
本
銀
行
で
は
、
こ
の
と
こ
ろ
「
リ
ス
ク
管
理
の
高
度
化
の
促
進
」
を
考
査
運
営
上
の
基
本
的
視
点
の
一
つ
と

し
て
掲
げ
て
い
る
（
注
１
）。
と
く
に
、
金
融
機
関
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
統
合
的
に
管
理
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
意
識
し
、
さ
ら
に
、
金
利
変
動
に
備
え
た
リ
ス
ク
・
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
資
本
を
配
賦
・
活

用
す
る
こ
と
を
含
め
た
、
金
利
リ
ス
ク
管
理
体
制
整
備
の
一
層
の
充
実
も
重
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現

状
の
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
み
る
と
、
規
模
・
業
態
な
ど
に
よ
り
実
情
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
と

く
に
地
域
金
融
機
関
で
は
、
統
合
的
な
リ
ス
ク
の
管
理
を
実
践
的
に
活
用
し
て
い
る
先
は
ま
だ
け
っ
し
て
多
く

は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
統
合
リ
ス
ク
管
理
の
そ
も
そ
も
の
考
え
方
を
あ
ら
た
め

て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
最
近
、
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
の
導
入
と
の
関
連
で
統
合
リ
ス
ク
管
理
が
議
論
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
も
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
金
利

リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
留
意
点
を
、
参
考
ま
で
に
い
く
つ
か
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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の
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Ｕ
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ホ
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デ
ィ
ン
グ
ス
　�

リ
ス
ク
統
括
部
長
　�

　
藤
井
　
健
司�

地
道
な
統
合
作
業
の

積
み
重
ね

統
合
リ
ス
ク
管
理
に
は
確
立
し
た

定
義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
日

本
銀
行
が
〇
一
年
に
公
表
し
た
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
は
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
共
通
の
見

方
で
統
合
的
に
と
ら
え
た
う
え
で
、

�
経
営
体
力
に
見
合
っ
た
リ
ス
ク
制

御
に
よ
る
健
全
性
の
確
保
、
�
リ
ス

ク
調
整
後
収
益
に
基
づ
い
た
経
営
管

理
（
業
績
管
理
、
資
源
配
分
等
）
に

よ
る
収
益
性
や
効
率
性
の
向
上
、
を

目
指
す
体
制
」
を
統
合
的
リ
ス
ク
管

理
と
し
て
い
る
。
お
お
む
ね
納
得
で

き
る
定
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、「
統
合
リ
ス
ク
管
理
」

と
い
っ
た
場
合
に
、
各
種
リ
ス
ク
の

計
量
化
と
合
算
に
焦
点
が
あ
た
り
す

〇
四
年
は
日
本
の
金
融
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
積
年
の
課
題
で
あ
っ
た
不
良
債
権
問
題
に
一
定
の
メ
ド

が
つ
き
、
経
済
に
も
明
る
さ
が
み
え
る
。
一
方
、
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
も
最
終
案
が
固
ま
り
、
ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
や
個
人

情
報
保
護
法
の
全
面
施
行
も
迫
る
な
か
、
銀
行
界
は
、
今
後
収
益
力
の
強
化
と
い
う
リ
タ
ー
ン
面
の
要
請
と
、
健
全
性

の
向
上
と
い
う
リ
ス
ク
面
の
改
善
が
同
時
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
銀
行
経
営
を
と
り

ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
総
合
的
に
把
握
す
る
統
合
リ
ス
ク
管
理
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
統
合
リ
ス
ク
管
理

に
お
い
て
は
、
計
量
化
に
基
づ
く
各
種
リ
ス
ク
の
「
水
平
統
合
」
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
に
一
貫
し
た
ア
プ
ロ
ー

チ
で
各
種
管
理
規
程
か
ら
組
織
体
制
、
管
理
内
容
ま
で
を
整
合
的
に
構
築
す
る
と
い
う
「
垂
直
統
合
」
を
同
時
に
行
う

べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
リ
ス
ク
の
管
理
か
ら
収
益
リ
ス
ク
の
管
理
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
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「
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ッ
プ　

」 
１０

戦
略
の
延
長
線

―
―
Ｕ
Ｆ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
と
の
経
営
統

合
に
あ
た
っ
て
「
量
よ
り
質
」
と
の

考
え
方
を
軌
道
修
正
し
た
の
か

　

三
菱
東
京
グ
ル
ー
プ
は
昨
年
秋
に

不
良
債
権
処
理
を
終
え
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
ト
ッ
プ　

戦
略
」
を
打
ち
出
し

１０

た
。
Ｕ
Ｆ
Ｊ
と
の
経
営
統
合
は
こ
れ

を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

過
去
一
〇
年
間
、
金
融
機
関
の
規

模
の
大
き
さ
は
結
果
と
し
て
抱
え
こ

む
不
良
債
権
の
大
き
さ
と
な
っ
て
い

た
。
今
後
一
〇
年
間
を
見
据
え
る

と
、
顧
客
ベ
ー
ス
の
大
き
さ
が
収
益

力
を
左
右
す
る
。（
国
内
で
の
顧
客

ベ
ー
ス
の
大
き
さ
が
）
国
際
的
な
競

争
力
の
基
礎
に
な
る
し
、
サ
ー
ビ
ス
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三
菱
東
京
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
Ｍ
Ｔ
Ｆ
Ｇ
）
と
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｕ
Ｆ
Ｊ
Ｈ
Ｄ
）
は
〇
五

年
一
〇
月
一
日
を
予
定
す
る
経
営
統
合
に
向
け
、
着
実
に
交
渉
や
実
務
的
な
作
業
を
進
め
て
い
る
。
過
去
の
大
手
行

同
士
の
経
営
統
合
に
対
し
て
は
「
経
費
削
減
優
先
」
と
の
批
判
も
強
か
っ
た
が
、
新
グ
ル
ー
プ
は
ど
の
よ
う
な
戦
略

を
打
ち
出
す
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
と
の
統
合
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
の
動
き
は
統
合
実
現
の
支
障
に
な
ら
な
い
の
か
。
Ｍ
Ｔ
Ｆ
Ｇ
の
畔
柳
信
雄
社
長
に
聞
く
。（
編
集
部
）

【特集】�

三
菱
東
京
・
Ｕ
Ｆ
Ｊ
統
合
を
読
み
解
く
�

顧
客
ベ
ー
ス
の
大
き
さ
が�

収
益
力
・
競
争
力
に
直
結
す
る�

経
費
削
減
よ
り
シ
ナ
ジ
ー
追
求
で
統
合
効
果
を
実
現�

〇
五
年
一
〇
月
の
統
合
に
向
け
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま

っ
た
三
菱
東
京
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
の
両
グ
ル
ー
プ
。
業
務
戦
略
の
大
枠

や
巨
大
グ
ル
ー
プ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
経
営
管
理
手
法
な

ど
、
し
だ
い
に
新
グ
ル
ー
プ
の
骨
格
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。
三
菱
東
京
か
ら
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
へ
の
七
〇
〇
〇
億
円
の
資

本
注
入
は
す
で
に
〇
四
年
九
月
に
完
了
、
年
明
け
と
と
も
に

統
合
作
業
も
佳
境
に
入
る
。
ス
ー
パ
ー
メ
ガ
バ
ン
ク
誕
生
に

向
け
た
舞
台
裏
を
み
る
。�




